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「政治空白」よ
り、政治を前
にすすめよう

9月党常任幹事会

30代Sさん: 私が今回の参院選で一番印象的だつたのは、 「日
本人ファースト」を訴える新興政党が躍進したことだ。参政党
は大幅に議席を伸ばし、日本保守党は初めての議席を獲得した。
そのような新興政党を支持する人の中には、新しい勢力だから
政治を変えてくれると期待している人もいる一方で、日本人フ
アーストの者え方のように外国人を疎外したいという意識を持
つている人も多いのではないだろうか。
近年、ヨーロップヽなどでは、移民排斥を掲げる極右政党が勢
力を伸ばしていた経緯から、日本でも同じようなことが起きる
のではないかと懸念していた。現在の日本では、少子高齢化や
団塊世代の電1退の影響もあり、労働者として外国人を頼りにし
ている産業も増え、外国人労働者は日本社会を支えてくれてい
る。また、日本で学びたいという意欲をもつて来日する外国人
留学生も多くいる。外国人労働者や留学生は、習慣や文化も違
い、言葉も通じにくい異国の地に、勇気を出してやつて来て生
活している。日本人か日本人でないかという違いだけで相手を
一括りにし、差局」のように扱うのは、外国の人に失礼であって、倉断を生みかね
ない。むしろ今求められるのは、日本で暮らす外国の人が日本の生活に慣れるよ
うサポートを受けることができ、国籍に関わらす安bし て共生できる社会ではな
いだろうか。9/1 man受 信
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福島党首・自民党総滅選・安保関連法(戦争沸

3大 議 が
人 椿 で 9
体 ゆ 冨」月
制 う 党 24

と こ 首 日
な ・に の
つ 新 選 全
た 垣 出 国 井 ラ で 比 7°
ク
°
幹 参 サ 当 15」月

二 冨」事 院 1選 区 参
牙 党 長 議 ル し 選 院

粒

社
民
党

の
福
島

党
首
は
９
吊

品岬
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強朝貶徹

出
捌
　
誠
選
に
つ
い
て

協制
　と「随服杯
在」

「
こ
の
３。
年
間
、

格
差
が
拡

大
し
貧
困
が
増
え
、

み
ん
な

の

生
活
を
壊

し
た

の
は
新
自
由
主

義
だ
と
思
う

の
で
警
戒

（
新
自

由
主
義
的
色
合

い
の
濃

い
小
泉

農
水
相
）
」
、

「
放
送
免
許
を

今
年

の
夏
は
、

「
記
録
に
残
る

大
雨

・
記
憶

に
残
る
暑
さ
」
。

農
水
産
物
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

例
年
、

北
海
道
か
ら

の
贈
り
物

『
根
室

の
な
が
き
り
昆
布
』

も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地

元

と

の
長
年

の
信
頼
関
係

で
今
年

も
取
り
扱

い
ま
す
。

但

し
、

ス
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了
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。

価
格
１
０
０
０
円
！

お知らせ
&
お願い

北海道から直送
"な
がきり昆布

"

品質は長年信

頼の保証品

価格 1000円

量目 130g入

停
止

の
発
言
は
危
険
」
、

ま
た

「
参
政
党
と

の
関
係
を
深
め
る

こ
と
を
警
戒
」

と
高
市
元
総
務

相
を
危
惧
す
る
発
言
。

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
調
め

る
安
保
法
制

（
戦
争
法
）

強
行

か
ら
１
０
年
、

「
誰
が
者
え
て

も
憲
法
違
反
。

廃
止
に
向
け
、

多
く

の
政
党
と
共
同
歩
調
を
と

っ
て
進
め

て
い
く
」
。

「
パ
レ
ス
チ
ナ

・
ガ
ザ
地
区

へ
の
大
規
模
攻
撃

へ
強
く
抗
議

菅

・
岸

日

・
石

破
政
権
と
、

目
ま

ぐ
る
し
く
自
民
党

短
命
政
権
が
続
く
。

政
権

の
顔

と
な
る
程
も

「
自
助

・
共
助

・

公
助
」

か
ら
、

「
新

し
い
資
本

主
義
」

の
次
は

「
楽

し
い
日
本

だ
。

こ
れ
ま

で
自

民
党
内
野
党

を
任

じ
て
い
た
と
思
わ
れ
て
い

た
石
破
政
権

で
は
、

持
論
を
封

印
し
て
金
権
政
治
か
ら
脱

し
き

れ
な
か
っ
た
。

結
果
、

表
紙

の

顔
を
付
け
替
え
た
だ
け
に
終
わ

っ
た
。

今
回
、

ど
ん
な
表
紙
が

で
き
る
や
ら
。

し
か
し
、

こ
の
間

の
政
治
空

白
は
国
民
に
と

っ
て
は
喜
劇
を

見
せ
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、

悲

劇
が
危
惧
さ
れ
な
り
か
ね
な
い

す
る
」

と
批
判
。

空
爆
で
命
が

奪
わ
れ
て
い
る
が
、

地
上
戦
に

な
れ
ば
、

ま
た
違
う
レ
ベ
ル
で

無
差
別
殺
人
と
な
る
」

と
危
惧

日
本
が
国
家
承
認
を
見
送
る
カ

針
に

「
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
を
止
め

る

つ
も
り
が
な

い
」

と
批
判
。
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ナ
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認
」

「
地
上
戦
反
対
を
強

く
言
っ
て
い
く
」

と
述
べ
た
。
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れ
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自

民
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の
総
誠
で
あ

っ
て
、

首
相

で
は
な

い
。

議
会

の
多
数
党
が
内

閣
総
理
大
臣
を
指
名

し
、

内
閣
を

組
織
、

議
会

の
信
任
を
も
っ
て
存

立
さ
せ
る
。

こ
の
と
き
、

少
数
党

で
あ

っ
て
も
、

連
立

し
て
多
数
派

を
院
内

で
構
成
し
て
ま
と
ま

っ
て

首
相
を
選
出
す
る

こ
と
が

で
き

る

▼
が
、

今
、

あ
た
か
も
総
裁
選
が

首
相
選
び

の
投
票

の
よ
う
だ
。

ま

た
も
や
特
定
政
党

の
た
め
に
メ
デ

イ
ア
が
動
員
さ
れ
、

政
治
空
白
が

作
ら
れ

て
い
る
。

「
石
破
や
め
る

な
」

の
異
例

の
国
会
前
デ

モ
の
報

道
も

▼
政
治

の
転
換
点

で
何
が

起

き

て
い
る

の
か
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、

政
治
的
に
苦
し
い
立
場
に
あ
る
首

相

の
後
押
し
よ
り
、

む
し
ろ
次
期

候
補
者

の
顔
は
」

「
排
外
主
義
的

な
政
権

の
誕
生
」

へ
の
危
機
感
が

デ

モ
の
背
景
に
あ
る
と

の
思
い
も

▼
こ
の
よ
う
な
指
摘
に
応
え
る
責

務
が

野
党
に
あ
る
。

「
真
偽

の
不

確
か
な
言
説
を
振
り
撒
き
、

自
の

の
価
値
観
や
関
ｂ

の
あ
る
情
報

し

か
見
え
な
く
な
る
」

層

へ
の
働
き

か
け
も
遅
れ
て
い
る
。

総
誠
選

の

「
顔
」

次
第

で
は
９
条
改
憲

へ
の

連
立
が

一
気
に
進
む
危
惧
も

（
の
一

定
例
学
習

・
読
者
会

「
新
報
」

読
者
会

‐０
月
‐４

日

（
第
２
火
）

辰
巳
時
事
問
題
懇
話
会

ｌ①
月
３‐
日

（
最
終
金
）

「

※
い
す
れ
も
辰
巳
事
務
所

で

政治は私たちの手
で変えられる !!

蕗
〓
津
浅
↑
務
せ
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】
！

タ
カ
派
的

言
督
｛あ
り
、

排
外
主
義

の
先
に
は

改
憲
さ
え

見
え
隠
れ

す
る
。

い
ま
政
治

に
求
め
ら

れ
る

の
は

貧
困

の
ブ

ラ
ツ
ク
ホ

ー

ル
の
認

識
だ
。

多

く

の
人
も

そ

の
淵
に

立

っ
て
い

る
。

物
価

高
に
苦
し

む
人
た
ち

へ
の
支
援

対
策
だ
。

米
国
追
従

軍
拡

で
戦

争
す
る
国

づ
く
り
で

な

い
。
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外
国
人
差

別
な
ど

で
批
判
も
多

い
参
政
党

の
急
伸

に
少
な
か
ら

ぬ
影
響
を
与

え
た
と
さ
れ
る
若

い
仲
間
か
ら
参
院
選

の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。
総
括

も
進

ん
だ

中
、
少

し
遅
れ
た
が

掲
載

す
る
。
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西川アイプラザ 5階
出演 :清 水ゆき ミュージカル俳優/

八木たかし/オ ルガ:ウクライナ楽器涼 山中

10/11～ 12 岩 国市
社民党中国ブロック総会

10/25(上 )17:00 駅 マツキヨ前

市民と立憲野党合同宣伝

10/8(水 )17:30～ 駅さんすて前

10/22(水)17:30～ 駅マツキヨ前

社民党サポーター募集中

年会費1000円 オンライン申し込み
httpsi//sdp orjp/sdp―supporter/
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